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 今日はようこそ皆様おいでいただきました。世界平和研究所

の十五周年記念の大きな仕事として、このようなシンポジウム

を企画した次第でございますが、さいわいにドクター・マハテ

ィール、ウィリアム・ペリーさんをはじめ、世界各地域からの

も有名な世論リーダー、研究リーダーをお迎えすることがで

きまして、現在の問題について議論していただくことができま

したことは大変な幸せでございますし、感謝申し上げるところ

でございます。 
 私はこの際、このリーダーの皆様方が議論なさるにあたりま

して、私たちがいま抱えている、大きな研究課題というものを、問題提起をまず申し上げ

て開会の辞に替えたいと思うのであります。 
 世界の情勢を見ますと冷たい戦争が終わったと

いうのが、戦後の大きな変化を地球上に起こしまし

たが、今までアメリカ系、ソ連系というものに属し

ていたものがみんな分離して、そして世界が散乱的

状態になりました。その間にまた各国は己のアイデ

ンティティーを探して、自分の基礎を固めてきてい

ると思いましたが、その次に一番大きな問題は、ニ

ューヨークのあのテロの大惨害と今度のイラク戦

争だろうと思います。このイラク戦争の影響という

ものは意外に歴史的に観察しますと、大きな因子を次の時代に残してきていると、そう思

うのであります。 
 一つは、いわゆる一強多元社会というものが出てきているのかどうか。アメリカだけが

超スーパーパワーで後は多元的な社会。そういう中で国連というものがどうなっていくか

ということが、一つの大きな課題であります。世界の人々は国連中心に平和の安定を望ん

でいると思いますけれども、社会の内容や動きがそれを許してくれるかどうかという課題

があるわけであります。言いかえれば、今までの平等的な均衡状態が力によって打破でき

るのかどうかという課題だと思います。それと同時に起きた問題が、やはり、あの凶悪な

テロ等に対して先制攻撃が許されるという議論が出て参りました。しかし、この先制攻撃

を許すか許さないかということは、まだ非常に大

きな議論の過程、課題でありまして、その要件は

どうであるか、その内容はどうであるか、という

ような問題がこれから厳重に研究されなければ

ならない段階に来ていると思うのであります。 
 第二は、今度のイラク戦争によって湾岸の地図

が大きく変化している可能性があるということ

であります。もしアメリカが、イラクのあの空軍

基地に相当な基地をそのまま維持して盤踞する

ような状態になるというと、あの辺の勢力関係が
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非常に変化する可能性がないとはいえない。今度の戦争の結果、一つ大きく出てきたのは、

いわゆるロードマップを早く促進して完成しようという動きであります。これはいい動き

であります。 
 しかし、これもなかなか難しい問題ではありま

すけれども、しかし長い間の歴史上の懸案であっ

たイスラエルとパレスチナの国家が共存できる、

そういうことを二年以内に完成しようというのが

ロードマップでありますが、アメリカは勇断を振

るってそこに乗り出してきたというのは、やはり

イラク戦争のあと、イラクの占領政策それ以後を

成功させたいという悲願が背景にあるとも考えら

れるものであります。 
 それから三番目は石油情勢がどう変わるか、イラクにおける石油支配というものがアメ

リカの力に移っていった場合に、ＯＰＥＣがどういう状況になるか。我々は、恐らく石油

の値はそう上げられないから、日本にとってはいいという感じもしていますけども、しか

しそれがどういう変化を及ぼすか。 
 四番目は、戦争の変化でありまして、今度のイラク戦争によって、サダムフセインは前

の湾岸のような感覚でおったかも知れませんが、アメリカの方は衛星と精密誘導兵器とコ

ンピュータと、そういう 新、超弩級の先端兵器を開発して、それで戦争の形は変わって

きた。恐らく、先進国の中にはそういう方向に国防体系を変えなければならんという動き

が起こってくると思いますし、それがまた次第に戦争体系というものを変化させていく。

今度のイラク戦争の問題の場合には人民を殺傷するなと、そういう大きな課題がアメリカ

に課せられておったわけです。軍人をやるのは仕方がないけれども、一般の市民を傷つけ

るなというのが課題であったと思うのです。次の時代になると、そういうような思想が戦

争体系の中に大きく支配してくると、そういう可能性もなきにしもあらずであります。 
 

 後は、北朝鮮問題にどう影響してくるかいう

問題であります。私は日本人として北朝鮮問題を

非常に心配しておりますから、イラクでアメリカ

が挫折すると、アメリカのそういうような考え方

や力が弱まることは日本としては歓迎しない、そ

ういう立場にもありました。が、しかし、これか

ら北朝鮮問題を処理するに当たって、こっちの方

は国際協力によって、そして国際的包囲網の中で

平和裡にこれを解決しようという方向に動いて

おりますけれども、究極の段階でどういうことになるかということはまだ未定であります。

そういうまだ過程でありますが北朝鮮の処理の問題として我々の眼前に出されたわけで

ありまして、基調講演の皆様やあるいはパネルのディスカッションをなさる皆様方が、も

しこういう問題についても考えを示していただければ、非常にこの十五周年記念講演は有

意義であったと思うのであります。どうぞよろしくお願いしたします。ありがとうござい

ました。 
  

 


